
議会人事

　議員各位のご推挙を得て、このたび、議長・副
議長に就任いたしました。大任を拝し、身に余る
光栄であるとともに、その重責に身の引き締まる
思いでございます。
　今日、私たちのまちを取り巻く環境は大きく変
化しています。物価高騰による家計への負担、少
子高齢化や人口減少、地域経済の活性化、防災・
減災の強化など、市民生活に直結する課題は山積
しております。
　こうした時代だからこそ、市民の皆様の声を市
政にしっかりと反映させる議会の役割は、ますま
す重要になってくるものと考えます。
　議会が一丸となって、市民の皆様が安心して暮
らし、未来に希望が持てるまちづくりを目指して
まいります。
　引き続き、市民の皆様の格別なご理解と温かい
ご支援・ご協力を賜りますよう、心からお願い申
し上げて、あいさつとさせていただきます。
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定
例
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６
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に
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２
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市政に対する 一般質問

防犯対策について

問  

住
宅
用
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
費

補
助
事
業
に
つ
い
て
、
補
助
金
額

の
上
限
の
引
上
げ
や
対
象
機
器
の

拡
充
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

答  

上
限
の
引
上
げ
は
考
え
て
い

な
い
。
ま
た
、
対
象
機
器
の
拡
充

に
つ
い
て
は
、
本
定
例
会
に
補
正

予
算
と
し
て
上
程
し
た
防
犯
対
策

用
品
補
助
事
業
に
つ
い
て
議
決
を

頂
け
れ
ば
、
防
犯
対
策
の
強
化
に

寄
与
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問  

防
犯
カ
メ
ラ
作
動
中
の
注
意

喚
起
表
示
を
、
侵
入
窃
盗
多
発
地

区
へ
重
点
配
置
す
る
考
え
は
。

答  

市
内
に
広
く
設
置
す
る
こ
と

が
優
先
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
が
、

地
域
に
お
け
る
犯
罪
発
生
の
傾
向

等
も
考
慮
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

問  

個
人
参
加
型
「
な
が
ら
防
犯

に
」
つ
い
て
本
市
の
考
え
方
は
。

答  

組
織
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
に
比

べ
て
参
加
の
ハ
ー
ド
ル
が
低
く
、

幅
広
い
世
代
の
市
民
が
無
理
な
く

防
犯
活
動
に
参
加
で
き
る
点
で
、

市
民
一
人
一
人
が
防
犯
の
担
い
手

と
な
れ
る
有
効
な
手
法
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
ま
ず
「
な
が
ら

防
犯
」
と
は
何
か
、
そ
の
有
効
性

に
つ
い
て
広
く
周
知
し
て
い
き
た

い
。

養 田 英 雄（蒼倫維新）

自転車利用者の安全確保
／市街化再編事業 橋 本 祐 一（令和研究会）

問  
南
大
通
線
国
道
17
号
か
ら
水

城
公
園
入
り
口
ま
で
の
自
転
車
通

行
帯
に
関
す
る
調
査
、
研
究
の
進

捗
状
況
は
。

答  

自
転
車
通
行
帯
の
設
置
に
当

た
っ
て
は
関
係
法
令
や
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
よ
り
、
幅
員
を
原
則
と
し

て
1.5
メ
ー
ト
ル
以
上
確
保
す
る
こ

と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
併
せ
て

交
通
量
や
走
行
速
度
、
沿
道
状
況

な
ど
を
総
合
的
に
踏
ま
え
、
安
全

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
、
課

題
を
整
理
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

問  

自
転
車
通
行
帯
が
で
き
れ
ば

電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
を
利
用
し
た

歴
史
探
訪
ツ
ア
ー
の
活
動
も
広
が

る
と
考
え
る
が
、
現
状
は
ど
う
か
。

答  

関
係
機
関
と
協
議
の
結
果
、

参
加
者
の
安
全
を
確
保
す
る
観
点

か
ら
、
１
回
の
参
加
者
を
５
名
に

絞
っ
て
催
行
し
て
い
る
。

問  

本
市
の
観
光
振
興
と
中
心
市

街
地
の
活
力
を
生
む
た
め
に
は
、

市
民
や
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
致

し
た
飲
食
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

が
不
可
欠
と
考
え
る
が
、
市
の
見

解
は
。

答  

地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ

と
が
で
き
る
食
の
体
験
は
、
重
要

な
要
素
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

行田市斎場の火葬の残骨灰に含まれる
　　　　　　　貴金属の処理について

問  

残
骨
灰
と
は
、
火
葬
後
に
収

骨
さ
れ
ず
斎
場
に
残
る
骨
片
や
灰

な
ど
で
あ
る
。
歯
科
治
療
な
ど
で

使
用
し
た
金
や
銀
、
チ
タ
ン
な
ど

の
有
価
金
属
が
含
ま
れ
、
売
却
し

て
施
設
修
繕
費
な
ど
に
活
用
す
る

自
治
体
が
あ
る
。
本
市
の
処
理
方

法
と
売
却
に
対
す
る
考
え
は
。

答  

現
在
は
残
骨
灰
を
処
理
業
者

へ
引
き
渡
し
、
適
切
な
処
理
後
、

遺
骨
は
寺
院
へ
納
骨
し
永
代
供
養

し
て
い
る
。
売
却
は
財
源
確
保
や

資
源
活
用
の
面
で
有
効
と
認
識
す

る
。
ご
遺
族
の
心
情
に
十
分
配
慮

し
、
市
民
意
見
や
他
自
治
体
の
事

例
を
踏
ま
え
、
実
施
に
向
け
調
整

を
進
め
て
い
き
た
い
。

問  

本
市
は
現
在
、
残
骨
灰
に
含

ま
れ
る
貴
金
属
を
ど
の
よ
う
に
扱

っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
売
却
し

た
場
合
の
収
入
見
込
み
を
伺
う
。

答  

現
在
、
年
間
約
二
千
キ
ロ
の

残
骨
灰
を
委
託
処
理
し
、
貴
金
属

は
引
渡
し
後
に
業
者
が
活
用
し
て

い
る
。昨
年
度
の
火
葬
件
数
約
千

百
件
の
試
算
で
、
市
に
年
間
約
千

三
百
万
円
の
収
入
が
見
込
ま
れ
る
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
中
学
校
給
食
費
の
無
償
化

○
小
中
学
校
再
編
計
画
の
疑
問

斉 藤 博 美（日本共産党）

ぎょうだ議会だより　❻


